
鍋
島
家
伝
来

陶
磁
器
名
品
展

徴
古
館
再

徴
古
館
再
開
15
周
年
記
念

周
年
記
念

色
絵
山
水
竹
鳥
文
輪
花
大
皿

色
絵
山
水
竹
鳥
文
輪
花
大
皿 

重
要
文
化
財
指
定
記
念

重
要
文
化
財
指
定
記
念



　

日
本
磁
器
の
最
高
峰
と
謳
わ
れ
る
鍋
島
焼
に
代
表
さ
れ
る
佐
賀
の
色
絵

磁
器
は
、今
か
ら
約
三
五
〇
年
前
、佐
賀
藩
主
鍋
島
家
と
と
も
に
始
ま
り
ま

し
た
。初
代
藩
主･

鍋
島
勝か
つ

茂し
げ

の
御
道
具
と
し
て
伝
来
し
た
、景
徳
鎮
製
と

有
田
製
の
大
皿
一
対
は
、そ
の
出
発
点
を
示
す
記
念
碑
的
な
作
品
で
す
。

　

さ
て
徴
古
館
は
、
県
内
最
初
の
歴
史
博
物
館
と
し
て
昭
和
二
年
（
一
九

二
七
）に
開
館
し
ま
し
た
が
、大
戦
中
に
休
館
し
、約
半
世
紀
を
経
た
平
成

十
年（
一
九
九
八
）に
鍋
島
家
伝
来
品
を
展
示
す
る
博
物
館
と
し
て
再
開

し
、今
年
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
再
開
の
年
に
初
め
て
紹
介
し

た
の
が
こ
の
大
皿
一
対
で
す
。当
時
よ
り
貴
重
な
作
品
と
し
て
報
道
さ
れ
、

平
成
十
三
年
に
佐
賀
県
指
定
重
要
文
化
財
と
な
り
、今
年
六
月
に
至
っ
て

国
指
定
重
要
文
化
財
に
格
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、大
皿
の
重
要
文
化
財
指
定
と
徴
古
館
再
開
十
五
周
年
を
記

念
し
、鍋
島
家
に
伝
来
し
た
様
々
な
時
代
や
産
地
の
陶
磁
器
の
名
品
を
ご

紹
介
し
ま
す
。佐
賀
藩
主
鍋
島
家
だ
か
ら
こ
そ
伝
来
し
た
大
皿
を
は
じ
め
、

近
世･

近
代
を
中
心
と
す
る
陶
磁
器
の
精
華
の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
十
九
日

公
益
財
団
法
人 

鍋
島
報
效
会

ご
あ
い
さ
つ



ご
あ
い
さ
つ　

目
次
・
凡
例　

図
版
・
解
説　

　
　
　

序　

章 

◆ 

色
絵
の
は
じ
ま
り
と
鍋
島
家
伝
来
資
料 

　
　
　

第
１
章 

◆ 

鍋
島
焼
の
魅
力 

　
　
　

第
２
章 

◆ 

唐
物
と
茶
陶
の
隆
盛 

　
　
　

第
３
章 

◆ 

近
代
の
磁
器 

出
品
リ
ス
ト　

 

こ
の
図
録
は
、
公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
が
主
催
し
、
平
成
二
十
五
年
八
月
十
九
日

（
月
）か
ら
十
月
十
二
日
（
土
）
ま
で
徴
古
館
に
お
い
て
開
催
す
る
「
鍋
島
家
伝
来 

陶
磁

器
名
品
展
」の
解
説
付
き
総
目
録
で
あ
る
。

資
料
の
順
序
は
各
テ
ー
マ
に
従
っ
て
配
列
し
、
陳
列
の
順
序
と
は
必
ず
し
も
一
致
し

な
い
。

資
料
解
説
の
表
記
は
、
出
品
番
号
、名
称
、員
数
、
産
地
・
作
者
、
銘
、
時
代
・
年
代
、法
量
、

所
用
者
、指
定
名
称
、
解
説
の
順
に
記
し
た
。

資
料
の
所
蔵
者
は
、い
ず
れ
も
公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
。

執
筆
・
編
集
は
公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
（
徴
古
館
副
館
長 

藤
口
悦
子･

学
芸
員 

富
田
紘
次
・
中
神
明
夏
）が
行
っ
た
。

図
版
の
写
真
撮
影
は
、
久
我
秀
樹（
久
我
写
真
事
務
所
）、
富
田
紘
次
が
行
っ
た
。

本
展
は
一
部
、
佐
賀
市
の
平
成
二
十
五
年
度
徴
古
館
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
の
助
成
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
大
橋
康
二
氏
に
は
鍋
島
家
伝
来
陶
磁
器
の
調
査

で
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

123312314355

目 

次

凡 

例

2



３

　

序

　

序 

章

色
絵
の
は
じ
ま
り

は
じ
ま
り
と

鍋
島
家
伝
来
資
料

色
絵
の
は
じ
ま
り

色
絵
の
は
じ
ま
り

磁
器
の
生
産
が
日
本
で
始
ま
っ
た
の
は
江
戸
時
代
の
初
期
、一
六
一
〇
年
代
の
こ
と
で
、

そ
の
発
祥
の
地
が
有
田
地
方
だ
っ
た
。朝
鮮
の
磁
器
技
術
者
が
、原
料
と
な
る
陶
石
を
有

田
で
発
見
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、次
第
に
肥
前
地
方
へ
と
広
ま
っ
て
い
く
。
た
だ
、

当
時
は
、シ
ャ
ー
プ
な
作
り
の
中
国･

景
徳
鎮
窯
の
色
絵
磁
器
が
第
一
と
評
価
さ
れ
て

お
り
、こ
れ
を
初
代
佐
賀
藩
主･

鍋
島
勝
茂
公（
一
五
八
〇
〜
一
六
五
七
）が
長
崎
で
入

手
し
、唐
物
の
ひ
と
つ
と
し
て
将
軍
家
に
献
上
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、一
六
四
四
年
の
明･

清
王
朝
交
替
に
伴
う
内
乱
に
よ
っ
て
、中
国
磁
器
の
輸

入
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、将
軍
家
献
上
用
の
色
絵
磁
器
の
開
発
が
佐
賀
藩

の
急
務
と
な
っ
た
。色
絵
の
技
術
は
朝
鮮
に
は
な
か
っ
た
た
め
、中
国
の
製
品
や
技
術
者

な
ど
か
ら
学
ん
だ
と
推
察
さ
れ
て
き
た
が
、こ
れ
を
裏
付
け
る
伝
世
品
が
、初
代
藩
主･

鍋
島
勝
茂
の
御
道
具
と
し
て
伝
わ
っ
た
、一
対
の
色
絵
山
水
竹
鳥
文
輪
花
大
皿（
出
品
資

料
№
１･

２
）で
あ
る
。

御
道
具
類
の
伝
来

御
道
具
類
の
伝
来

こ
の
大
皿
は
、鍋
島
勝
茂
公
の
御
道
具
と
し
て
菩
提
寺
の
高こ
う

傳で
ん

寺じ

に
寄
附
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。安
政
二
年（
一
八
五
五
）に
整
理
・
作
成
さ
れ
た『
御
寄
附
物
帳
』の
、「
一 

青
絵

御
鉢 

内 

壱
ツ
裏
銘
大
明
嘉
靖
年
製　

二
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
に
相
当
す
る
。

本
帳
に
記
載
の
あ
る
寄
附
物
の
多
く
は
、大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）三
月
、高
傳
寺
四
十

世･

高
閑
者
道
樹
引
退
隠
居
記
念
と
し
て
鍋
島
家
に
返
納
さ
れ
、佐
賀
の
鍋
島
家
事
務

所
で
あ
る
内な

い

庫こ

所し
ょ

で
管
理
し
て
き
た
。鍋
島
家
伝
来
の
御
道
具
類
は
、内
庫
所
管
理
分

と
、東
京
の
鍋
島
家
所
蔵
分
に
大
別
さ
れ
る
。
の
ち
に
佐
賀
か
ら
東
京
に
移
動
さ
れ
た

も
の
も
あ
る
が
、そ
れ
ら
も
含
め
、平
成
に
入
っ
て
鍋
島
家
伝
来
資
料
を
財
団
に
一
括
寄

附
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、再
び
佐
賀
の
地
で
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た

こ
の
寄
附
に
よ
り
、戦
後
永
ら
く
閉
館
し
て
い
た
徴
古
館
も
、「
鍋
島
家
伝
来
資
料
を
展

示
公
開
す
る
博
物
館
」と
し
て
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。



№１ 裏面№２ 裏面
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重
要
文
化
財
指
定

こ
の
大
皿
一
対
を
、徴
古
館
で
初
め
て
展
示
公
開

し
た
の
は
、館
が
再
開
し
た
平
成
十
年
の
こ
と
で

あ
る
。
当
時
よ
り
貴
重
な
作
品
と
し
て
報
道
さ

れ
、平
成
十
三
年
に
佐
賀
県
指
定
重
要
文
化
財
と

な
り
、今
年
六
月
に
至
っ
て
以
下
の
理
由
か
ら
国

重
要
文
化
財
に
格
上
げ
と
な
っ
た
。

「
鍋
島
藩
窯
開
発
期
に
製
作
さ
れ
た
最
初
期
の
色

絵
大
皿
で
、鍋
島
焼
を
代
表
す
る
色
絵
尺
皿
の
出

発
点
と
な
っ
た
作
品
で
あ
り
、本
歌
と
な
っ
た
景

徳
鎮
色
絵
と
共
に
伝
来
す
る
唯
一
の
資
料
で
あ

る
。鍋
島
藩
窯
成
立
の
状
況
を
伝
世
作
品
に
よ
り

具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
作
品
で

あ
り
、日
本
陶
磁
史
上
に
お
け
る
学
術
的
価
値
は

極
め
て
高
い
。」



7

２肥前・有田製２肥前・有田製　景徳鎮製と比較して、線の引き方がきわめて丁寧で、慎重に作成していることがよくわかる。ただし、技術的に実験段階であっ

たため、焼き過ぎによって赤絵が黒ずんでいるほか、黄色や緑色も溶け方が均一でない。地文様を緑で塗り埋めなかった点は顕著な違いだが、

細部を観察してゆくと、窓絵の背景や散らされる吉祥文などに忠実に写すだけではない有田の個性が見受けられる。



　

第
一
章

　

第
一
章

鍋
島
焼
の

魅
力

鍋
島
藩
窯
の
成
立

鍋
島
藩
窯
の
成
立

佐
賀
藩
が
経
営
し
た
鍋
島
藩
窯
は
、二
〇
〇
年
以
上
続
い
た
日
本
最
大
級
の
藩
窯
で
あ

り
、日
本
磁
器
の
な
か
で
最
も
精
巧
と
い
わ
れ
る
鍋
島
焼
を
生
み
出
し
た
窯
で
あ
る
。

た
だ
、肥
前
で
磁
器
生
産
が
始
ま
っ
た
当
初（
一
六
一
〇
年
代
頃
）か
ら
藩
窯
が
存
在
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
創
業
期
と
操
業
場
所
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、近
年

で
は
一
六
五
〇
年
前
後
に
有
田
の
岩
谷
川
内
山
で
始
ま
り
、寛
文
年
間（
一
六
六
一
〜

七
三
）頃
に
五
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
伊
万
里
の
大
川
内
山
に
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、中
国
色
絵
磁

器
の
供
給
減
に
よ
っ
て
、一
六
五
九
年
以

降
、有
田
の
磁
器
生
産
が
海
外
へ
の
輸
出

用
生
産
に
重
点
を
シ
フ
ト
し
た
こ
と
に

伴
い
、流
通
用
で
は
な
く
献
上･

贈
答
用

と
い
う
別
格
の
鍋
島
焼
を
生
産
す
る
藩

窯
を
、技
術
管
理
な
ど
が
よ
り
容
易
な
場

所
、す
な
わ
ち
峻
険
な
山
々
に
囲
ま
れ
た

大
川
内
山
に
分
離
し
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。

鍋
島
焼　

―
色
絵

鍋
島
焼　

―
色
絵･

染
付･

青
磁

有
田
に
藩
窯
が
置
か
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、鍋
島
焼
は
、藍
色
一
色
の「
染
付
」に
加
え
、

明
る
い
赤･

緑･

黄
の
上
絵
を
施
す「
色
絵
」を
主
要
な
装
飾
法
と
し
て
用
い
た
。藩
窯

が
伊
万
里
の
大
川
内
山
に
移
転
し
た
後
は
、皿
の
外
面
に
裏
文
様
や
高
台
文
様
を
表
す

よ
う
に
な
り
、特
徴
的
な「
櫛
高
台
」が
あ
ら
わ
れ
る
。

藩
窯
で
は
元
禄
時
代
に
、有
田
民
窯
の
優
秀
な
職
人
を
引
き
抜
く
な
ど
し
て
技
術
の
粋

を
集
め
飛
躍
的
に
技
術
が
高
ま
り
、意
匠
面
で
も
よ
り
精
巧
な
鍋
島
焼
が
作
ら
れ
た
。

こ
の
時
期
の
色
絵
は「
盛
期
鍋
島
」と
言
わ
れ
、魅
力
的
な
作
品
が
多
い（
出
品
資
料
№

７
）。
と
こ
ろ
が
こ
の
隆
盛
期
も
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
に
よ
る
倹
約
令
の
一
環
に
よ
っ

松浦郡伊万里郷今岳村大川内村図　部分
（公益財団法人鍋島報效会所蔵・鍋島家文庫）
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７色
い

ろ

絵え

葛
く

ず

竹
た

け

垣
が

き

文
も

ん

皿
さ

ら

十
枚

鍋
島
藩
窯

江
戸
時
代　

元
禄
・
宝
永
年
間（
一
六
九
〇
〜
一
七
二
〇
年
代
）

高
四
・
四
㎝　

口
径
一
四
・
七
㎝　

底
径
八
・
一
㎝

交
叉
す
る
直
線
で
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
六
角
籠
目

の
竹
垣
に
這は

う
の
は
、そ
れ
と
は
対
照
的
に
生
命

感
あ
ふ
れ
る
葛
。下
方
で
は
葉
が
重
な
り
合
い
、口

縁
部
に
沿
っ
て
ひ
ょ
ろ
り
と
伸
び
た
蔓
先
が
ひ

る
が
え
る
。染
付
の
藍
色
と
、色
絵
の
緑
と
黄
と
い

う
、わ
ず
か
三
色
で
一
枚
一
枚
の
葉
に
個
性
を
も

た
せ
、花
穂
の
赤
絵
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
り
、彩
り

豊
か
に
表
現
さ
れ
た
躍
動
感
と
生
命
力
は
見
事
で

あ
る
。
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８青
せ

い

磁じ

赤
あ

か

絵え

唐
か

ら

花
は

な

文
も

ん

輪
り

ん

花か

皿
ざ

ら

五
枚

鍋
島
藩
窯

江
戸
時
代
中
期（
十
八
世
紀
前
半
〜
中
頃
）

高
五
・
四
㎝　

口
径
二
〇
・
一
㎝　

底
径
一
一
・
〇
㎝

鍋
島
青
磁
は
大
川
内
山
で
産
出
す
る
青
磁
鉱
石
を

用
い
た
。本
品
も
鍋
島
青
磁
の
ひ
と
つ
。流
麗
な
筆

致
で
描
か
れ
た
唐
花
模
様
の
赤
絵
が
、深
い
青
磁

釉
に
冴さ

え
る
。薄
く
黄
色
で
絵
付
さ
れ
た
唐
花
が

目
に
優
し
い
。





21

12染
そ

め

付
つ

け

筍
た
け
の
こ

文
も

ん

輪
り

ん

花か

皿
さ

ら

四
枚

鍋
島
藩
窯

江
戸
時
代
中
期（
一
六
九
〇
〜
一
七
三
〇
年
代
）

高
四
・
八
㎝　

口
径
一
九
・
九
㎝　

底
径
一
〇
・
九
㎝

笹
枝
と
筍
を
二
対
一
の
比
率
で
対
角
に
配
す
。笹

枝
は
口
縁
部
に
沿
っ
て
長
く
肢
体
を
曲
げ
、筍
は

七
・
八
段
も
重
な
り
背
を
伸
ば
す
。笹
も
筍
も
先
端

を
尖
ら
せ
る
が
、シ
ャ
ー
プ
な
印
象
ば
か
り
で
は

な
い
の
は
、筍
の
皮
の
丸
み
や
笹
枝
の
柔
ら
か
い

屈
曲
、丁
寧
に
濃
淡
を
つ
け
ら
れ
た
筍
や
笹
葉
の

濃だ

み
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

21
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14染
そ

め

付
つ

け

金
き

ん

魚
ぎ

ょ

文
も

ん

舟
ふ

な

形
が

た

皿
さ

ら

二
十
六
枚

鍋
島
藩
窯

江
戸
時
代
中
期（
一
七
九
〇
〜
一
八
二
〇
年
代
）

高
四
・
六
㎝　

口
径
一
二
・
四
㎝
×
二
一
・
八
㎝

安
永
三
年（
一
七
七
四
）に
幕
府
か
ら
佐
賀
藩
に
示

さ
れ
た
十
代
将
軍
徳
川
家
治
好
み
の「
陶
器
十
二

通
り
」の
ひ
と
つ「
金
魚
絵
船
形
皿
」に
相
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
も
の
。横
に
ゆ
っ
た
り
と
広
が
る

器
形
の
中
で
、藻
と
と
も
に
漂
う
二
匹
の
金
魚
は
、

丸
々
と
し
て
鯉
の
よ
う
で
す
ら
あ
る
。

将
軍
お
好
み
の
焼
物

十
一
代
将
軍･

徳
川
家い
え

治は
る

の
時
代
、幕
府
か
ら
佐
賀
藩

に
対
し
、将
軍
お
好
み
の
焼
物
、十
二
通
り
の
注
文
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、佐
賀
藩
が
幕
府
に
鍋
島
焼
五
品
を

例
年
献
上
し
て
い
る
が
、将
軍
お
好
み
と
し
て
こ
の
た

び
示
さ
れ
た
十
二
通
り
の
モ
チ
ー
フ（
絵
形
）と
器
形

（
紙
形
）の
う
ち
か
ら
、二
、三
品
を
新
た
に
含
め
る
よ

う
に
と
の
指
示
だ
っ
た
。紙
形
に
は
、従
来
の
献
上
品

に
は
な
か
っ
た
角
皿（
出
品
資
料
№
15
）や
船
形
皿（
出

品
資
料
№
14
）が
含
ま
れ
て
お
り
、こ
れ
以
降
、十
二
通

り
か
ら
毎
年
い
く
つ
か
選
ば
れ
て
献
上
さ
れ
て
い
く
。

① 

梅
絵
大
肴
鉢

② 

牡
丹
絵
中
肴
鉢

③ 

菊
形
大
角
皿

④ 

山
水
絵
中
角
皿

⑤ 

山
水
絵
長
皿

⑥ 

遠
山
霞
絵
長
皿

⑦ 

折
桜
絵
小
長
皿

⑧ 

金
魚
絵
船
形
皿

⑨ 

萩
絵
丸
中
皿

⑩ 

葡
萄
絵
菊
皿

⑪ 

蔦
絵
木
瓜
形
皿

⑫ 

松
千
鳥
絵
猪
口

染付萩文輪花皿
（⑨に相当）

染付山水霞文刺身皿
（⑥に相当）

染付梅樹文大皿
（①に相当）

24
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19染
そ

め

付
つ

け

松
し
ょ
う

竹
ち

く

梅
ば

い

文
も

ん

大
お

お

壷
つ

ぼ

一
口

鍋
島
藩
窯

江
戸
時
代
中
期（
十
八
世
紀
中
頃
〜
末
期
）

高
四
八
・
八
㎝　

口
径
二
〇
・
〇
㎝

根
元
に
大
き
な
う
つ
ろ
を
作
る
松
と
梅
は
と
も

に
古
木
。
そ
こ
か
ら
松
は
高
く
立
ち
上
が
り
、梅

は
大
き
く
体
を
く
ね
ら
せ
る
。梅
の
枝
先
な
ど
は

稲
妻
状
に
折
れ
曲
が
っ
て
背
面
へ
と
続
き
、胴
部

い
っ
ぱ
い
に
松
竹
梅
が
広
が
る
。佐
賀
藩
か
ら
将

軍
家
へ
の
例
年
献
上
に
梅
干
一
壺
が
あ
り
、本
品

の
よ
う
な
大
壺
に
入
れ
て
献
上
さ
れ
た
。



　

第
二
章

　

第
二
章

唐
物
と

茶
陶
の
隆
盛

茶
陶
の
隆
盛

唐
物

中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
輸
入
品
を
唐か
ら

物も
の

と
い
う
。狭
義
に
は
宋
・
元
・
明
時
代

の
も
の
を
指
し
、広
義
に
は
産
地
不
明
の
舶
載
品
も
含
む
。平
安
時
代
末
期
か
ら

鎌
倉
時
代（
十
二
〜
十
三
世
紀
）に
か
け
て
禅
宗
文
化
と
と
も
に
導
入
さ
れ
た
中

国
の
喫
茶
法
が
武
家
文
化
と
結
び
つ
い
て
以
降
、武
家
社
会
で
は
喫
茶
具
・
室
礼

の
具
と
し
て
唐
物
が
珍
重
さ
れ
始
め
、唐
物
趣
味
の
時
代
が
到
来
す
る
。室
町
時

代
に
は
、書
院
に
お
け
る
室
礼
の
形
式
化
に
と
も
な
っ
て
権
威
化
し
、成
熟
し

た
唐
物
趣
味
は
武
家
文
化
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
天
正
年
間（
一
五
七
三
―

九
二
）に
全
盛
期
を
迎
え
た
。

舶
載
の
名
品
は
、権
威
の
象
徴
・
社
会
的
地
位
を
示
す
も
の
と
し
て
将
軍
を
は
じ

め
貴
紳
の
間
で
こ
ぞ
っ
て
収
集
さ
れ
、佐
賀
藩
主
鍋
島
家
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、

長
崎
を
通
じ
て
唐
物
を
入
手
し
て
い
る
。唐
物
の
も
つ
絶
対
的
価
値
は
江
戸
時

代
を
通
し
て
高
く
、そ
の
権
威
が
崩
落
し
た
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

茶
陶
の
隆
盛

茶
陶
の
隆
盛

舶
載
品
は
単
に
高
級
輸
入
品
と
し
て
尊
ば
れ
た
の
で
は
な
く
、そ
の
価
値
を
急

騰
さ
せ
た
の
は
茶
湯
の
影
響
が
色
濃
い
。唐
物
の
賞
し
ょ
う

翫が
ん

は
会
所
で
の
書
院
の
茶

に
よ
っ
て
発
達
し
、こ
れ
に
対
す
る
草
庵
の
茶
で
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、民
窯
製
の
中
国
陶
磁
器
や
日
用
雑
器
と
し
て
作
ら
れ
た
高
麗
茶
碗
で
あ

る
。茶
陶
が
殊
の
ほ
か
重
用
さ
れ
た
の
は
、織
豊
政
権
が
茶
湯
を
重
視
し
た
た
め

で
、茶
湯
は
大
名
外
交
に
利
用
さ
れ
た
。諸
大
名
が
熱
心
に
茶
道
具
を
収
集
し
、

朝
鮮
出
兵
で
陶
工
を
連
れ
帰
り
、自
藩
で
茶
陶
を
作
ら
せ
る
の
も
こ
う
し
た
背

景
か
ら
で
あ
る
。彼
ら
が
作
ら
せ
よ
う
と
し
た
茶
陶
は
唐
物
・
高
麗
物
を
写
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。写
し
物
で
は
な
い
国
産
陶
磁
器（
和
物
）が
茶
陶
と
し
て
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、侘
び
茶
を
完
成
さ
せ
た
利
休
以
降
で
あ
る
。利
休
は

和
物
を
茶
陶
と
し
て
見
立
て
る
ば
か
り
で
な
く
、自
ら
指
示
し
て
楽
焼
を
焼
造

さ
せ
る
に
至
る
。
ま
た
都
で
人
気
を
博
し
た
野
々
村
仁
清
の
色
絵
陶
器
も
ま
た

茶
陶
で
あ
っ
た
。
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28禾
の

ぎ

目め

天
て

ん

目
も

く

茶
ち

ゃ

碗
わ

ん

（
建

け

ん

盞
さ

ん

）

一
口

中
国
・
建
窯

元
〜
明
時
代（
十
三
世
紀
末
期
〜
十
七
世
紀
前
半
）

高
七
・
一
㎝　

口
径
一
二
・
七
㎝　

高
台
径
五
・
〇
㎝

初
代
藩
主
・
鍋
島
勝
茂 

所
用

建け
ん

盞さ
ん

は
中
国
福
建
省
建
窯
県
水
吉
鎮
建
窯
で

産
し
た
天
目
茶
碗
の
総
称
。建
盞
の
種
類
は

釉
調
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、黒
釉
に
茶
色
や

銀
色
の
細
か
い
縦
筋
が
無
数
に
見
ら
れ
る
も

の
を
、日
本
で
は
稲
の
穂
先
の
芒の
ぎ（
禾
）に
見

立
て
禾
目
天
目
と
呼
ぶ
。鎌
倉
時
代
か
ら
室

町
時
代
に
か
け
て
請
来
し
た
と
推
定
さ
れ

る
。



　

第
三
章

　

第
三
章

近
代
の
磁
器

廃
藩
置
県
の
影
響

廃
藩
置
県
の
影
響

廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、藩
窯
は
約
二
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
維
持

さ
れ
て
き
た
体
制
が
解
体
さ
れ
る
。職
人
た
ち
は
自
活
の
道
を
探
さ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、有
田
や
三
川
内
な
ど
に
散
っ
て
い
っ
た
者
も
い
た
と
い
う
。藩
窯
で
の

技
術
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
憂
い
て
、藩
窯
画
工
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
の
が
精
巧

社
で
あ
る
。
こ
れ
は
鍋
島
家
内
庫
所
の
補
助
を
受
け
て
光
武
彦
七
に
よ
っ
て
興

さ
れ
、江
戸
期
の
藩
窯
の
作
風
と
技
術
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
が
、経
営
難
に
陥

り
、陶
工
の
柴
田
善
平
や
窯
焼
き
の
福
岡
六
助
ら
の
協
力
の
か
い
も
な
く
廃
窯

と
な
っ
た
。一
方
で
、藩
窯
の
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
今
泉
今
右
衛
門
は
、明
治
維
新

後
の
十
代
今
右
衛
門（
一
八
四
八
〜
一
九
二
七
）か
ら
、従
来
分
業
で
行
わ
れ
て
き

た
工
程
す
べ
て
を
自
家
工
房
で
行
う
一
貫
生
産
体
制
を
確
立
し
、今
日
に
伝
え

て
い
る
。

博
覧
会
と
磁
器

博
覧
会
と
磁
器

明
治
維
新
に
よ
っ
て
庇
護
と
需
要
を
失
っ
た
職
人
た
ち
は
、生
き
残
る
た
め
に

二
つ
の
道
を
見
出
す
。一
つ
は
日
用
品
を
作
る
こ
と
、今
一
つ
は
海
外
へ
目
を
向

け
る
こ
と
。後
者
に
お
け
る
象
徴
的
な
動
き
が
博
覧
会
へ
の
出
品
で
あ
る
。

一
八
五
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
博
を
契
機
と
し
て
、西
洋
を
中
心
に「
博
覧
会
の
時

代
」が
訪
れ
て
い
た
。早
く
か
ら
海
外
を
意
識
し
て
い
た
佐
賀
藩
は
、幕
府
の
呼

び
か
け
に
応
じ
て
一
八
六
七
年
パ
リ
万
博
に
有
田
焼
五
二
〇
箱
を
出
品
し
、好

評
を
博
し
て
い
る
。明
治
政
府
も
国
威
発
揚
と
情
報
収
集
の
場
と
し
て
積
極
的

に
万
博
へ
参
加
し
て
ゆ
く
が
、そ
の
際
政
府
の
殖
産
興
業
と
い
う
意
向
と
結
び

つ
い
て
、主
力
輸
出
産
業
と
な
っ
た
の
が
、西
洋
で
も
評
価
の
高
か
っ
た
窯
業
で

あ
っ
た
。国
の
財
政
を
支
え
、威
信
を
か
け
た
名
工
た
ち
の
精
巧
な
作
品
や
技
術

練
磨
に
は
目
を
見
張
る
。
こ
う
し
た
時
流
に
乗
っ
て
多
く
の
製
陶
会
社
が
組
織

さ
れ
た
が
、香
蘭
社
や
深
川
製
磁
な
ど
は
今
日
に
ま
で
続
く
数
少
な
い
会
社
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
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36色
い

ろ

絵え

菊
き

く

梅
ば

い

樹
じ

ゅ

文
も

ん

貼
は

り

付
つ

け

透
す
か
し

彫
ぼ

り

鳥
と

り

篭
か

ご

一
基

大
川
内
焼
ヵ

明
治
時
代
は
じ
め
頃（
一
九
世
紀
末
期
）

総
高
六
七･

七
㎝ 

胴
径
三
六･

五
㎝

明
治
十
年（
一
八
七
七
）第
一
回
内
国
勧
業
博

覧
会
の
出
品
目
録
并
解
説
書
・
褒
状
写（
明
治

行
政
資
料
）に
あ
る
、「
鳥
籠 

磁 

梅
折
枝
付

亀
甲
透
シ 

壱
個
」が
本
品
に
相
当
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。鍋
島
藩
窯
に
は
江
戸
時
代

よ
り
画
工
の
ほ
か
捻ひ
ね

り
細
工
職
人
も
お
り
、

本
品
は
鍋
島
藩
窯
の
御
細
工
屋
工
人
・
光
武

彦
七
の
作
で
あ
る
。光
武
彦
七
は
藩
の
保
護

を
な
く
し
た
鍋
島
焼
が
絶
え
る
の
を
み
か
ね

て
、鍋
島
家
内
庫
所
の
援
助
の
も
と
明
治
十

年
に
精
巧
社
を
設
立
し
た
一
人
。
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47杏
ぎ
ょ
う

葉
よ

う

紋
も

ん

透
す

か

し
花か

瓶
び

ん

一
対

棣
華
堂　

伍
平
製　

（
含
珠
焼
）

明
治
二
十
五
年（
一
八
九
二
）

高
二
二
・
九
㎝　

口
径
一
五
・
六
㎝

高
二
二
・
二
㎝　

口
径
一
五
・
三
㎝

鶴
の
両
翼
と
亀
の
甲
羅
に
鍋
島
家
の
家
紋
で

あ
る
杏
ぎ
ょ
う

葉よ
う

紋も
ん

を
巧
み
に
図
案
化
し
て
組
み
込

ん
だ
鶴
亀
文
の
花
瓶
。亀
は
染
付
、鶴
は「
蛍
ほ
た
る

手で

」と
呼
ば
れ
る
透
過
性
の
あ
る
技
法
で
表

し
、陰
陽
の
表
現
が
美
し
い
。含
珠
焼
は
武
雄

市
の
樋
口
治
實（
棣
華
堂
）に
よ
り
明
治
十
九

年
に
完
成
し
た
蛍
手
を
よ
り
精
巧
に
し
た
技

法（
明
治
二
十
年
専
売
特
許
取
得
）。器
胎
を

透
彫
り
し
て
透
明
釉
を
充
填
し
焼
成
す
る
一

般
的
な
蛍
手
よ
り
も
、さ
ら
に
透
明
部
が
大

き
く
複
雑
で
あ
る
。
こ
の
技
法
は
シ
カ
ゴ
万

博（
一
八
九
三
）に
お
い
て「
意
匠
頗
ル
美
且

妙
ナ
リ
」と
評
価
さ
れ
た
。明
治
二
十
二
年
に

は
宮
内
省
に
献
上
し
、後
に
宮
内
省
御
用
品

を
焼
造
し
て
い
る
が
、焼
造
時
に
歪
や
破
損

が
多
く
採
算
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
大

正
年
間
に
終
止
し
た
。

箱
書
に「
含
珠
焼
御
紋　

透
シ
花
瓶　

壹
對
」

「
明
治
廿
五
年
四
月
記
之
」（
墨
書
）と
あ
る
。

裏面
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徴
古
館
再
開
15
周
年
記
念　

色
絵
山
水
竹
鳥
文
輪
花
大
皿

周
年
記
念　

色
絵
山
水
竹
鳥
文
輪
花
大
皿 

重
要
文
化
財
指
定
記
念

鍋
島
家
伝
来 

陶
磁
器
名
品
展　

出
品
リ
ス
ト

陶
磁
器
名
品
展　

出
品
リ
ス
ト

※ 所蔵はいずれも公益財団法人鍋島報效会

1

色
絵
山
水
竹
鳥
文
輪
花
文
大
皿（
色
絵
祥
瑞
）

一
枚

江
戸
時
代
前
期

一
六
二
〇
〜
四
〇
年
代

高
五
・
一
㎝　

口
径
三
四
・
一
㎝　

底
径
二
二
・
五
㎝

中
国
・
景
徳
鎮
製

2

色
絵
山
水
竹
鳥
文
輪
花
文
大
皿

一
枚

江
戸
時
代
前
期

一
六
四
〇
〜
五
〇
年
代

高
七
・
〇
㎝　

口
径
三
四
・
五
㎝　

底
径
二
二
・
五
㎝

肥
前
・
有
田
製

3

色
絵
茶
碗（
流
水
文
碗
）　

台
共

一
組

江
戸
時
代
前
期

一
六
五
〇
年
代

高
七
・
五
㎝　

口
径
一
三
・
一
㎝　

底
径
四
・
七
㎝

肥
前
・
岩
谷
川
内
窯

4

色
絵
茶
碗（
瑠
璃
地
桜
花
散
ら
し
文
）　

台
共

一
組

江
戸
時
代
前
期

一
六
五
〇
年
代

高
六
・
八
㎝　

口
径
一
三
・
〇
㎝　

底
径
四
・
九
㎝

肥
前
・
岩
谷
川
内
窯

5

色
絵
椿
文
輪
花
大
皿

一
枚

江
戸
時
代
前
期

一
六
五
〇
〜
六
〇
年
代

高
九
・
七
㎝　

口
径
三
八
・
七
㎝　

底
径
一
九
・
五
㎝

肥
前
・
岩
谷
川
内
窯

6

色
絵
椿
文
輪
花
大
皿

一
枚

江
戸
時
代
前
期

一
六
五
〇
〜
六
〇
年
代

高
九
・
四
㎝　

口
径
三
九
・
一
㎝　

底
径
二
〇
・
三
㎝

肥
前
・
岩
谷
川
内
窯

7

色
絵
葛
竹
垣
文
皿

一
〇
枚

元
禄
・
宝
永
年
間
頃

一
六
九
〇
〜
一
七
二
〇
年
代

高
四
・
四
㎝　

口
径
一
四
・
七
㎝　

底
径
八
・
一
㎝

鍋
島
藩
窯（
盛
期
）

8

青
磁
赤
絵
唐
草
花
文
輪
花
皿

五
枚

江
戸
時
代
中
期

一
八
世
紀
前
半
〜
中
頃

高
五
・
四
㎝　

口
径
二
〇
・
一
㎝　

底
径
一
一
・
〇
㎝

鍋
島
藩
窯

9

染
付
桜
花
文
皿

八
枚

江
戸
時
代
中
期

一
七
〇
〇
〜
四
〇
年
代

高
四
・
七
㎝　

口
径
二
〇
・
二
㎝　

底
径
一
一
・
〇
㎝

鍋
島
藩
窯（
盛
期
）

10

染
付
大
根
文
変
形
小
皿

四
枚

元
禄
・
享
保
年
間
頃

一
七
〇
〇
〜
四
〇
年
代

高
二
・
七
㎝　

口
径
一
一
・
九
×
九
・
五
㎝　

底
径
七
・
五
×
五
・
四
㎝

鍋
島
藩
窯（
盛
期
）

11

染
付
松
笠
文
木
瓜
形
皿

二
枚

江
戸
時
代
中
期

一
七
三
〇
〜
五
〇
年
代

高
三
・
二
㎝　

口
径
一
三
・
七
×
一
〇
・
八
㎝　

底
径
九
・
四
×
六
・
六
㎝

鍋
島
藩
窯

12

染
付
筍
文
輪
花
皿

四
枚

江
戸
時
代
前
半

一
六
九
〇
〜
一
七
三
〇
年
代

高
四
・
八
㎝　

口
径
一
九
・
九
㎝　

底
径
一
〇
・
九
㎝

鍋
島
藩
窯（
盛
期
）

13

染
付
雲
龍
文
輪
花
皿

一
枚

江
戸
時
代
中
期

一
七
五
〇
〜
九
〇
年
代

高
三
・
八
㎝　

口
径
一
六
・
〇
㎝　

底
径
八
・
五
㎝

鍋
島
藩
窯

14

染
付
金
魚
文
舟
形
皿

二
六
枚

江
戸
時
代
中
期

一
七
九
〇
〜
一
八
二
〇
年
代

高
四
・
六
㎝　

口
径
一
二
・
四
㎝
×
二
一
・
八
㎝

鍋
島
藩
窯

15

染
付
菊
文
角
皿

一
枚

江
戸
時
代
後
期

一
八
〇
〇
〜
六
〇
年
代

高
三
・
五
㎝　

口
径
一
五
・
〇
×
一
五
・
一
㎝

鍋
島
藩
窯

16

染
付
蝶
文
牡
丹
形
皿

二
枚

江
戸
時
代
末
期

一
八
四
〇
〜
六
〇
年
代

高
四
・
六
㎝　

口
径
一
八
・
四
㎝　

底
径
九
・
三
㎝

高
四
・
六
㎝　

口
径
二
一
・
二
㎝　

底
径
九
・
六
㎝

鍋
島
藩
窯

17

青
磁
皿

九
枚

江
戸
時
代
中
期

一
六
九
〇
〜
一
七
五
〇
年
代

高
五
・
七
㎝　

口
径
二
〇
・
一
㎝　

底
径
一
〇
・
五
㎝

鍋
島
藩
窯

18

青
磁
麒
麟
置
物

一
点

江
戸
時
代
中
期

一
八
世
紀

高
六
九
・
五
㎝

鍋
島
藩
窯

19

染
付
松
竹
梅
文
大
壷

一
口

江
戸
時
代
中
期

一
八
世
紀
中
頃
〜
末
期

高
四
八
・
八
㎝　

口
径
二
〇
・
〇
㎝

鍋
島
藩
窯

20

染
付
鯉
滝
登
図
皿

一
〇
枚

享
保
一
一
年

一
七
二
六
年

高
二
・
九
㎝　

口
径
一
八
・
〇
㎝　

底
径
一
一
・
三
㎝

有
田
製

21

明
三
彩
盤

二
枚

明
時
代

一
六
世
紀

高
五
・
八
㎝　

口
径
三
〇
・
〇
㎝　

底
径
一
八
・
九
㎝

高
五
・
三
㎝　

口
径
三
〇
・
〇
㎝　

底
径
一
九
・
二
㎝

中
国
・
華
南
産

22

青
磁
陽
刻
唐
花
唐
草
文
掛
花
入

一
口

明
時
代

一
五
世
紀
〜
一
六
世
紀

高
二
五
・
二
㎝　

口
径
七
・
八
㎝　

底
径
九
・
〇
㎝

中
国
・
龍
泉
窯

23

青
磁
獅
子
紐
三
足
香
炉

一
合

明
時
代

一
五
世
紀
〜
一
六
世
紀

総
高
二
〇
・
六
㎝　

径
一
六
・
五
㎝

中
国
・
龍
泉
窯

24

青
磁
水
指　

代
蓋
・
網
袋
添

一
合

元
時
代
末
期
〜
明
時
代
初
頭

一
四
世
紀
後
半
〜
一
五
世
紀
初
頭

総
高
二
〇
・
九
㎝　

口
径
九
・
七
㎝　

胴
径
一
七
・
一
㎝　

底
径
九
・
二
㎝

中
国
竜
泉
窯

25

阿
蘭
陀
焼
小
壷　

牙
蓋
共

一
合

一
七
世
紀
半
ば
〜
一
八
世
紀

高
六
・
五
㎝　

口
径
五
・
二
㎝　

底
径
四
・
五
㎝

オ
ラ
ン
ダ
製

26

青
磁
算
木
文
三
足
香
炉

一
合

明
時
代

一
四
世
紀
後
半
〜
一
五
世
紀
後
半

高
六
・
一
㎝　

口
径
七
・
二
㎝　

蓋
径
七
・
二
㎝

中
国
・
龍
泉
窯

27

染
付
唐
人
文
筆
洗

一
基

明
時
代（
万
暦
年
間
）

一
六
世
紀
末
期
〜
一
七
世
紀
初
頭

高
一
三
・
五
㎝　

幅
一
〇
・
〇
㎝　

奥
行
五
・
五
㎝

中
国
・
景
徳
鎮
製

28

禾
目
天
目
茶
碗

一
口

元
時
代
〜
明
時
代

一
三
世
紀
末
期
〜
一
七
世
紀
前
半

高
七
・
一
㎝　

口
径
一
二
・
七
㎝　

高
台
径
五
・
〇
㎝

中
国
・
建
窯

29

井
戸
茶
碗 

銘
栄
城

一
口

李
朝
時
代
前
半

一
四
世
紀
後
半
〜
一
七
世
紀

高
七
・
二
㎝　

口
径
一
五
・
七
㎝　

高
台
径
五
・
五
㎝

朝
鮮
製

30

呉
器
茶
碗　

銘
嵯
峨
野

一
口

李
朝
時
代
中
期

一
六
世
紀

高
九
・
三
㎝　

口
径
一
四
・
一
㎝　

高
台
径
五
・
七
㎝

朝
鮮
製

31

青
磁
象
嵌
筒
形
茶
碗

一
口

高
麗
時
代
〜
李
朝
時
代
初
頭

一
三
世
紀
〜
一
四
世
紀
頃

高
九
・
〇
㎝　

口
径
九
・
一
㎝　

底
径
六
・
〇
㎝

朝
鮮
製

32

瀬
戸
唐
津
茶
碗

一
口

江
戸
時
代
前
半

一
七
世
紀
頃

高
五
・
八
㎝　

口
径
一
三
・
七
㎝　

高
台
径
五
・
四
㎝

瀬
戸
製
ヵ

33

染
付
山
水
楼
閣
文
茶
碗

一
口

江
戸
時
代
前
半

一
七
世
紀
後
半

高
五
・
九
㎝　

口
径
一
五
・
五
㎝　

底
径
五
・
六
㎝

有
田
製

34

色
絵
杏
葉
紋
入
梅
樹
文
平
碗

一
口

江
戸
時
代
前
半

一
七
世
紀
後
半
〜
一
八
世
紀
初
頭

高
四
・
七
㎝　

口
径
一
二
・
七
㎝　

底
径
四
・
二
㎝

京
焼

35

鉄
絵
染
付
大
根
文
茶
碗

一
口

江
戸
時
代
中
期

一
八
世
紀
初
頭

高
八
・
二
㎝　

口
径
一
一
・
四
㎝　

高
台
径
五
・
九
㎝

尾
形
乾
山

36

色
絵
菊
梅
樹
文
貼
付
透
彫
鳥
篭

一
基

明
治
時
代
初
頭
頃

一
九
世
紀
末
期

総
高
六
七
・
七
㎝　

胴
径
三
六
・
五
㎝

大
川
内
焼
ヵ

37

染
付
菊
文
透
彫
香
炉

一
対

明
治
時
代
〜
大
正
時
代
頃

一
九
世
紀
末
期
〜
二
〇
世
紀
初
頭

高
二
三
・
五
㎝　

台
幅
九
・
二
㎝

三
川
内
焼

38

色
絵
籠
目
貼
付
龍
文
香
炉

一
合

明
治
時
代
初
頭
頃

一
九
世
紀
末
期

高
一
三
・
〇
㎝　

口
径
五
・
〇
㎝

三
川
内
焼
ヵ

39

色
絵
琴
高
仙
人
文
鉢

一
口

大
正
一
四
年

一
九
二
五
年

高
八
・
七
㎝　

口
径
二
二
・
五
㎝　

底
径
一
一
・
三
㎝

一
〇
代
今
泉
今
右
衛
門

40

釉
下
彩
藤
花
文
大
花
瓶

一
口

一
九
一
一
年

高
六
四
・
〇
㎝　

口
径
二
三
・
六
㎝

フ
ラ
ン
ス
・
セ
ー
ブ
ル
製

41

色
絵
金
彩
菊
竹
文
花
瓶

一
対

明
治
時
代
後
期
〜
大
正
時
代

二
〇
世
紀
初
頭

高
四
五
・
五
㎝　

口
径
一
二
・
五
㎝　

底
径
一
四
・
七
㎝

深
川
製
磁
製

42

染
付
金
魚
文
三
足
鉢

一
口

明
治
時
代
中
期

二
〇
世
紀
初
頭

高
一
〇
・
〇
㎝　

口
径
三
一
・
〇
㎝　

底
径
一
四
・
三
㎝

香
蘭
社
製

43

色
絵
小
手
毬
文
三
足
輪
花
皿

一
枚

明
治
時
代
後
期
〜
大
正
時
代

二
〇
世
紀
初
頭

高
八
・
〇
㎝　

口
径
二
六
・
二
㎝　

底
径
五
・
三
㎝

深
川
製
磁
製

44

深
川
製
雛
道
具

四
組（
四
〇
点
）

明
治
時
代

一
九
世
紀
末
期
〜
二
〇
世
紀
初
頭

（
丸
盆
）径
六
・
六
㎝　

（
カ
ッ
プ
）口
径
一
・
六
㎝　

高
〇
・
七
㎝

（
ソ
ー
サ
ー
）口
径
二
・
六
㎝　

（
龍
絵
花
瓶
）高
二
・
五
㎝

深
川
製
磁
製

45

色
絵
草
花
文
洋
食
器
セ
ッ
ト

一
式

明
治
二
年
〜
二
〇
年
代

一
九
世
紀
末
期

（
ス
ー
プ
鉢
大
） 

総
高
二
七
・
〇
㎝　

口
径（
取
手
含
む
）三
七
・
〇
×
二
二
・
二
㎝

底
径
二
一
・
〇
×
一
六
・
五
㎝　

　

ほ
か
二
一
種

有
田
大
樽
窯
・
平
林
伊
平

46

杏
葉
紋
透
し
花
瓶

一
対

明
治
二
五
年

一
八
九
二
年

高
二
二
・
九
㎝　

口
径
一
五
・
六
㎝

高
二
二
・
二
㎝　

口
径
一
五
・
三
㎝

棣
華
堂
・
伍
平
製

№

    
資
料
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員
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・
年
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産
地
・
作
者
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